
(57)【要約】

【課題】ボトル飲料から内容液をストローで飲めるよう

ストロー付きボトルネッカーを提供する。

【解決手段】ボトルネックへの挿着手段として開口部２

を設けたボトルネッカーであって、開口部２以外の所定

の位置に、４方シール袋に相当するストロー収納部３を

設け、その中に少なくとも中央部に蛇腹加工を施したス

トローＳをコンパクトに収納させる。

また、前記開口部２以外は、情報標示部分として利用し

、ボトルネッカーが本来有する情報媒体としての機能は

そのまま残す。

また、開口部１の径をボトルネックが通過する最小に留

め、開口部１の端縁に開口部の中心に向かって突出する

突出片６を設けるようにしてもよい。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ボ ト ル ネ ッ ク へ の 挿 着 手 段 と し て 開 口 部 を 設 け た ボ ト ル ネ ッ カ ー で あ っ て 、 該 ボ ト ル ネ ッ
カ ー の 所 定 の 位 置 に ス ト ロ ー 収 納 部 が 形 成 さ れ 、 該 ス ト ロ ー 収 納 部 に ス ト ロ ー が 収 納 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る ス ト ロ ー 付 き ボ ト ル ネ ッ カ ー 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ス ト ロ ー 収 納 部 に 収 納 さ れ る ス ト ロ ー が 、 少 な く と も 中 間 部 に 蛇 腹 加 工 を 施 し た こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ス ト ロ ー 付 き ボ ト ル ネ ッ カ ー 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ス ト ロ ー 収 納 部 を も 包 含 す る 前 記 開 口 部 以 外 の す べ て の 表 面 領 域 に お け る 所 定 の 位 置
に 情 報 標 示 領 域 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の ス ト ロ ー 付 き ボ
ト ル ネ ッ カ ー 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 個 々 の 飲 料 用 ボ ト ル 製 品 に 挿 着 さ れ る ボ ト ル ネ ッ カ ー に 関 し 、 特 に ボ ト ル ネ ッ
カ ー に ス ト ロ ー が 添 付 さ れ た ス ト ロ ー 付 き ボ ト ル ネ ッ カ ー に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
ボ ト ル の ボ ト ル ネ ッ ク に 挿 着 さ れ て 使 用 さ れ る ボ ト ル ネ ッ カ ー は 、 商 品 広 告 、 内 容 標 示 等
情 報 標 示 領 域 を 有 す る 情 報 媒 体 と し て 使 用 さ れ 、 紙 、 板 紙 に よ る も の が 主 体 で あ っ た が 、
近 年 、 ト レ ー デ ィ ン グ カ ー ド や キ ャ ラ ク タ ー 商 品 等 を ベ タ 付 け の プ レ ミ ア ム 商 品 と し て 収
納 で き る よ う に し た 小 袋 包 装 袋 を 兼 用 す る プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム に よ る も の も 使 用 さ れ て
い る 。
飲 料 用 の ボ ト ル 製 品 に は 、 場 合 に よ っ て ス ト ロ ー を 必 要 と す る 場 合 が あ る が 、 個 々 の ボ ト
ル 製 品 に ス ト ロ ー を 付 け る こ と は 、 小 型 紙 容 器 に よ る 飲 料 製 品 と 異 な り 、 主 と し て 取 り 付
け の 困 難 さ 、 物 流 に 支 障 を き た す 等 の 理 由 か ら 一 般 化 し て い な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
近 年 、 小 型 の ボ ト ル 飲 料 容 器 、 特 に ペ ッ ト ボ ト ル が イ ン ド ア ー 、 ア ウ ト ド ア ー を 問 わ ず 使
用 さ れ て い る が 、 そ の 利 用 時 に は ラ ッ パ 飲 み が 一 般 的 で あ っ て 、 特 に 子 供 の 場 合 は 、 内 容
液 を こ ぼ し 易 く 、 衛 生 的 に も 問 題 が あ る 。 ま た 、 か か る 飲 み 方 は 、 ド ラ イ ブ 中 に お い て は
一 時 的 に 視 界 が 遮 ら れ て 危 険 を 伴 う 問 題 も あ る 。 そ こ で 、 小 型 紙 容 器 の よ う に ス ト ロ ー を
各 ボ ト ル に 取 り 付 け よ う と し て も 、 主 と し て 物 流 上 の 問 題 か ら 実 現 が 難 し く 、 ま た ボ ト ル
の 底 ま で と ど く 長 め の ス ト ロ ー を 必 要 と す る 問 題 が あ る 。
本 発 明 は 前 記 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 本 発 明 は 、 個 々 の ボ ト ル 飲 料 容 器 に 直 接
ス ト ロ ー を 取 り 付 け る 代 わ り に 、 個 々 の ボ ト ル 飲 料 容 器 に 挿 着 さ れ る ボ ト ル ネ ッ カ ー を 介
し て ス ト ロ ー を 供 給 し 、 こ の ス ト ロ ー を 使 用 し て 内 容 液 を 安 全 に 、 衛 生 的 に 飲 め る よ う に
す る た め の ス ト ロ ー 付 き ボ ト ル ネ ッ カ ー の 提 供 を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た 本 発 明 に よ る ス ト ロ ー 付 き ボ ト ル ネ ッ カ ー は 、 ボ ト ル
ネ ッ ク へ の 挿 着 手 段 と し て 開 口 部 を 設 け た ボ ト ル ネ ッ カ ー で あ っ て 、 該 ボ ト ル ネ ッ カ ー の
所 定 の 位 置 に ス ト ロ ー 収 納 部 が 形 成 さ れ 、 該 ス ト ロ ー 収 納 部 に ス ト ロ ー が 収 納 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る も の で あ り 、
ま た 、 前 記 ス ト ロ ー 収 納 部 に 収 納 さ れ る ス ト ロ ー が 、 少 な く と も 中 間 部 に 蛇 腹 加 工 を 施 し
た こ と を 特 徴 と す る も の で あ っ て 、
前 記 ス ト ロ ー 収 納 部 を も 包 含 す る 前 記 開 口 部 以 外 の す べ て の 表 面 領 域 に お け る 所 定 の 位 置
に 情 報 標 示 領 域 を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 を 図 面 に よ り さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。
図 １ は 、 本 発 明 に よ る ス ト ロ ー 付 き ボ ト ル ネ ッ カ ー の 一 実 施 例 の 説 明 図 で あ る 。
図 １ （ ａ ） は 平 面 図 、 図 １ （ ｂ ） は 図 １ （ ａ ） の Ａ ， Ａ ’ 断 面 図 で あ る 。
本 発 明 に よ る ス ト ロ ー 付 き ボ ト ル ネ ッ カ ー １ ０ に は 、 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 略 矩 形 状
の 少 な く と も ２ 枚 の プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム か ら な る 基 材 １ の 一 端 に 設 け ら れ た ボ ト ル ネ ッ
ク に 対 す る 挿 着 手 段 と し て の 開 口 部 ２ と 他 端 側 に ス ト ロ ー Ｓ を 収 納 す る ス ト ロ ー 収 納 部 ３
と が 設 け ら れ て い る 。 開 口 部 ２ の 周 辺 部 ４ は ヒ ー ト シ ー ル さ れ て い る 。
ス ト ロ ー 収 納 部 ３ は 、 ４ 方 シ ー ル 袋 と な っ て い て 、 ス ト ロ ー 収 納 部 ３ の 周 辺 は ヒ ー ト シ ー
ル さ れ て い る 。 そ し て 、 ス ト ロ ー Ｓ は ス ト ロ ー 収 納 部 ３ の 中 に 密 閉 状 態 で 収 納 さ れ て い る
。
こ の ４ 方 シ ー ル で あ る が 、 ス ト ロ ー Ｓ の 効 率 的 な 充 填 を 考 慮 し て 、 ス ト ロ ー 収 納 部 ３ の 周
辺 部 の う ち の 下 部 を 除 く ３ 方 を ヒ ー ト シ ー ル し て お き 、 ス ト ロ ー Ｓ を 開 放 し て い る 下 部 か
ら 充 填 後 、 下 部 を ヒ ー ト シ ー ル す る よ う に し て も よ い 。
当 図 に お い て 、 ス ト ロ ー Ｓ は 透 視 可 能 に 描 か れ て い る が 、 実 際 に は 、 ホ ワ イ ト 印 刷 イ ン キ
を ベ タ 刷 り し て ス ト ロ ー Ｓ を 透 視 で き な い よ う に し 、 そ の イ ン キ 層 の 上 か ら ボ ト ル ネ ッ カ
ー と し て 必 要 な 標 示 を 印 刷 す る こ と も で き る 。 そ う す る こ と に よ っ て 、 開 口 部 ２ 以 外 の 表
面 領 域 は 全 て 情 報 標 示 領 域 で あ っ て 、 情 報 媒 体 と し て の 本 来 ボ ト ル ネ ッ カ ー が 有 す る 機 能
を そ の ま ま 持 た せ る こ と が で き る 。
ま た 、 ス ト ロ ー 収 納 部 ３ の 周 辺 に は 、 ス ト ロ ー 収 納 部 ３ を 開 封 す る た め の ノ ッ チ ５ 、 あ る
い は 切 り 込 み ５ が 設 け ら れ て い る 。
な お 、 開 口 部 ２ の 内 径 は ボ ト ル ネ ッ ク が 通 過 で き る 最 小 限 度 の 大 き さ と し 、 図 １ （ ａ ） に
示 す よ う に 突 出 片 ６ を 設 け て お き 、 ボ ト ル ネ ッ ク へ の 挿 着 時 に ス ト ロ ー 付 き ボ ト ル ネ ッ カ
ー １ ０ が 回 転 し ず ら く す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
図 ２ は 、 本 発 明 に よ る ボ ト ル ネ ッ カ ー の 別 の 実 施 例 の 説 明 図 で あ る 。
図 ２ （ ａ ） は 平 面 図 、 図 ２ （ ｂ ） は 図 ２ （ ａ ） の Ｂ ， Ｂ ’ 断 面 図 で あ る 。
本 発 明 に よ る ス ト ロ ー 付 き ボ ト ル ネ ッ カ ー １ ０ に は 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 少 な く と
も ２ 枚 以 上 の 矩 形 状 の プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム か ら な る ベ ー ス 基 材 １ の 略 中 央 に 打 ち 抜 か れ
た 開 口 部 ２ と そ の 周 辺 に ス ト ロ ー Ｓ を 収 納 す る 環 状 の ス ト ロ ー 収 納 部 ３ が 形 成 さ れ て い る
。 す な わ ち 、 ス ト ロ ー 収 納 部 ３ は 、 図 ２ に 示 す よ う な シ ー ル 袋 に お け る 略 環 状 の 空 間 部 分
で あ っ て 、 そ の ス ト ロ ー 収 納 部 ３ の 内 外 の 周 辺 部 ４ は 、 ヒ ー ト シ ー ル が な さ れ て い て 、 ス
ト ロ ー Ｓ は 密 閉 状 態 に 収 納 さ れ て い る 。
こ の よ う な 状 態 に ス ト ロ ー Ｓ を 密 閉 充 填 す る に は 、 深 絞 り 包 装 の 技 術 が 適 用 さ れ る 。 す な
わ ち 、 ス ト ロ ー 収 納 部 ３ の 形 状 に 応 じ て 形 成 さ れ た 凹 部 を 有 す る 真 空 成 形 金 型 を 用 い 、 先
ず 、 基 材 １ と な る 裏 側 の プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム を 真 空 成 形 し て で き た 窪 み の 中 に 略 円 形 に
折 り 曲 げ た ス ト ロ ー Ｓ を 押 し 込 み そ の 上 か ら 表 側 の プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム を 被 せ て 、 少 な
く と も 周 辺 部 ４ で ヒ ー ト シ ー ル す る よ う に す れ ば よ い 。
図 ２ （ ａ ） に お い て 、 ス ト ロ ー 収 納 部 ３ の 上 下 に 連 接 す る 矩 形 状 の 延 長 部 分 は 、 ボ ト ル ネ
ッ カ ー が 本 来 有 す る 情 報 媒 体 と し て 機 能 す る 情 報 標 示 部 分 で あ る 。 こ の 部 分 は 、 必 ず し も
両 側 に な く て も い ず れ か 一 方 に あ れ ば よ い 。 さ ら に 、 必 要 の 応 じ て ス ト ロ ー 収 納 部 ３ と そ
の 周 辺 部 ４ も 情 報 標 示 部 分 と し て 使 用 し て も よ い 。 図 ２ に お い て 、 ス ト ロ ー Ｓ は 透 視 可 能
に 描 か れ て い る が 、 図 １ で 示 す 実 施 例 と 同 様 に 、 ベ タ 印 刷 イ ン キ に よ っ て 透 視 出 来 な い よ
う に し 、 そ の イ ン キ 層 の 上 か ら 必 要 な 情 報 を 印 刷 す る こ と が で き る 。
ま た 、 収 納 部 ３ の 周 辺 に は 、 収 納 部 ３ を 開 封 す る た め の ノ ッ チ ５ 、 あ る い は 切 り 込 み ５ が
設 け ら れ て い る 。
な お 、 開 口 部 ２ の 内 径 は 、 ボ ト ル ネ ッ ク が 通 過 す る 最 小 限 度 の 大 き さ と し 、 図 ２ （ ａ ） に
示 す よ う に 突 出 片 ６ を 設 け て お い て 、 ボ ト ル ネ ッ ク へ の 挿 着 時 に ス ト ロ ー 付 き ボ ト ル ネ ッ
カ ー １ ０ が 回 転 し ず ら く す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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図 ３ は 、 本 発 明 に よ る ス ト ロ ー 付 き ボ ト ル ネ ッ カ ー に 収 納 さ れ る ス ト ロ ー の 説 明 図 で あ る
。
本 発 明 に 利 用 さ れ る ス ト ロ ー Ｓ は 、 好 ま し く は 、 少 な く と も そ の 中 央 部 に 蛇 腹 加 工 を 施 し
た も の で あ っ て 、 両 端 の ス ト レ ー ト な 部 分 は 、 飲 み 口 と 差 し 込 み 口 に な る と 同 時 に 、 両 手
で 持 っ て 蛇 腹 を 伸 長 さ せ る と き に 有 効 な 部 分 で あ る 。
こ の 蛇 腹 加 工 は 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う な 連 続 的 に 加 工 し た も の で も 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す
よ う な 断 続 的 に 加 工 し た も の で も よ い 。
そ し て 、 蛇 腹 加 工 部 分 は 、 図 ３ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 ス ト ロ ー Ｓ に 伸 縮 性 と 折 曲 性 を 付 与
す る こ と が で き る 。 従 っ て 収 納 時 に は 、 極 め て コ ン パ ク ト な サ イ ズ で ス ト ロ ー 収 納 部 ３ に
収 納 す る こ と が き 、 使 用 時 に は 必 要 な 長 さ に ま で 引 き 延 ば し て 使 用 す る こ と が で き る 。
ス ト ロ ー Ｓ の サ イ ズ は 、 ボ ト ル 容 器 の 大 き さ 、 と そ れ に 挿 着 さ れ る ボ ト ル ネ ッ カ ー の 大 き
さ に よ っ て 適 宜 決 定 す れ ば よ い 。 一 例 を あ げ れ ば 、 飲 み 口 部 は 、 飲 み や す い よ う に ４ ０ ～
５ ０ ｍ ｍ の ス ト レ ー ト 部 と し 、 反 対 側 の 差 し 込 み 側 は 、 引 っ 張 り や す い よ う に ２ ０ ｍ ｍ 程
度 の ス ト レ ー ト 部 と し 、 中 間 部 に 収 縮 時 で ８ ５ ｍ ｍ 程 度 の 蛇 腹 加 工 部 を 施 せ ば 、 全 長 が １
４ ５ ～ １ ５ ５ ｍ ｍ の ス ト ロ ー Ｓ と な る 。 そ し て 、 こ の 中 間 部 は ２ ． ７ 倍 く ら い に 伸 長 す る
の で 、 伸 長 時 の 全 長 は ２ ９ ０ ｍ ｍ と な り 、 ２ ６ ０ ｍ ｍ の 深 さ の あ る ボ ト ル に 使 用 が で き る
。
ス ト ロ ー Ｓ の 材 質 に は 蛇 腹 加 工 性 の あ る ポ リ プ ロ ピ レ ン 樹 脂 の 使 用 が 好 ま し く 、 ま た そ の
口 径 、 肉 厚 は 適 宜 選 ぶ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 に よ る ボ ト ル ネ ッ カ ー 用 の 基 材 １ に は 、 適 度 に 剛 性 が あ っ て 印 刷 適 性 に 優 れ 、 厚 み
が １ ０ ～ ７ ０ μ ｍ の 範 囲 に あ っ て 、 通 常 の 軟 包 装 材 料 に 使 用 さ れ て い る 内 面 に ヒ ー ト シ ー
ラ ン ト 層 を 有 す る も の で あ れ ば ど の よ う な も の で も よ く 、 ま た 図 ２ に 示 し た 別 の 実 施 例 の
場 合 の よ う に 予 め 真 空 成 形 が 必 要 な 場 合 に は 成 形 性 の あ る 比 較 的 厚 手 で 剛 性 の あ る プ ラ ス
チ ッ ク フ ィ ル ム が 使 い や す い 。 か か る 厚 め の プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム を 使 用 す る 場 合 に は 、
図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 罫 線 、 も し く は ミ シ ン 目 ７ を 予 め 設 け て お き 、 ボ ト ル ネ ッ ク に 挿
着 後 両 側 部 が 下 部 に 垂 れ 下 が り や す く す る よ う に し て も よ い 。
ま た 、 使 用 す る プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム は 、 必 ず し も 単 層 で あ る 必 要 は な く 、 内 面 と 外 面 あ
る い は そ の い ず れ か の フ ィ ル ム に 積 層 フ ィ ル ム を 用 い る よ う に し て も よ い 。
積 層 構 成 の 一 例 を 挙 げ れ ば 、 例 え ば 、 表 面 か ら 順 に 次 の 如 き も の で あ る 。
Ｏ Ｐ Ｐ ２ ０ ｍ μ ／ 印 刷 層 ／ 接 着 層 （ ド ラ イ ラ ミ ネ ー ト 用 ） ／ 蒸 着 層 （ 光 沢 層 ） ／ Ｃ Ｐ Ｐ ２
５ ｍ μ
こ こ で 、 Ｏ Ｐ Ｐ ： ２ 軸 延 伸 ポ リ プ ロ ピ レ ン 樹 脂
Ｃ Ｐ Ｐ ： 無 延 伸 ポ リ プ ロ ピ レ ン 樹 脂
【 ０ ０ ０ ９ 】
情 報 標 示 の た め の 印 刷 は 、 通 常 の 軟 包 装 に 適 用 さ れ る 印 刷 法 で あ れ ば い か な る 方 法 を 採 用
し て も よ い が 、 グ ラ ビ ア 印 刷 法 が も っ と も 効 果 的 で あ る 。
本 発 明 に よ る ス ト ロ ー 付 き ボ ト ル ネ ッ カ ー １ ０ の 基 材 １ に プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム を 採 用 す
る 場 合 に 、 本 発 明 に よ る ス ト ロ ー 付 き ボ ト ル ネ ッ カ ー １ ０ は 、 少 な く と も ２ 枚 の フ ィ ル ム
に よ っ て 構 成 さ れ て い る の で 、 表 面 側 の プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム の 裏 面 に 印 刷 す る 、 所 謂 裏
刷 り が 、 印 刷 面 の 汚 れ 防 止 、 傷 の 防 止 、 さ ら に フ ィ ル ム の 光 沢 を 利 用 で き る こ と か ら 好 ま
し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 に よ る ス ト ロ ー 付 き ボ ト ル ネ ッ カ ー １ ０ は 、 従 来 の も の と 同 様 に 情 報 提 供 機 能 を 合
わ せ 有 す る も の で あ る 。 そ の 標 示 部 分 は 前 述 の よ う に 開 口 部 ２ 以 外 の 部 分 で あ れ ば ど の 部
分 を 利 用 し て も よ い 。
本 発 明 に よ る ス ト ロ ー 付 き ボ ト ル ネ ッ カ ー １ ０ が 扱 う こ と が で き る 情 報 と し て は 、 広 告 商
品 名 、 販 売 会 社 名 、 キ ャ ン ペ ー ン 等 の 告 知 の 他 に 各 製 品 に 固 有 に つ け ら れ た 「 個 別 ナ ン バ
ー 」 、 バ ー コ ー ド 、 イ ン タ ー ネ ッ ト ア ド レ ス 等 の 標 示 も で き る 。
こ の イ ン タ ー ネ ッ ト ア ド レ ス に ア ク セ ス す る こ と に よ っ て 抽 選 や ゲ ー ム 、 プ レ ゼ ン ト （ 着
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メ ロ の 無 料 ダ ウ ン ロ ー ド な ど ） な ど の サ ー ビ ス を 受 け る こ と が で き る 。
ま た 、 個 別 ナ ン バ ー か ら 、 製 造 年 月 日 、 製 造 場 所 、 販 売 場 所 な ど 製 造 、 販 売 情 報 が 追 跡 で
き る 。
さ ら に 、 イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る ア ク セ ス に よ っ て 、 消 費 者 の 属 性 が わ か り 、 上 記 の 製 造 情
報 ・ 販 売 情 報 と 組 み 合 わ せ る こ と で 、 タ ー ゲ ッ ト を 絞 っ た マ ー ケ テ ィ ン グ が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 に よ る ス ト ロ ー 付 き ボ ト ル ネ ッ カ ー １ ０ は 、 以 上 の 実 施 の 態 様 の 記 載 と 図 面 に 限 定
さ れ る こ と な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 内 で 種 々 の 変 形 が 可 能 で あ る 。
例 え ば 、 本 発 明 に よ る ス ト ロ ー 付 き ボ ト ル ネ ッ カ ー の 平 面 形 状 は 矩 形 に 限 定 さ れ ず 自 由 で
あ る 。 ま た 、 ス ト ロ ー の 折 り 曲 げ 形 状 も 自 由 で あ る 。 さ ら に ノ ッ チ 若 し く は 切 り 込 み ５ の
位 置 も 開 封 可 能 な 範 囲 で あ れ ば 何 処 に 設 け て も よ い 。 さ ら に ま た 、 突 出 片 ６ の 形 状 等 も 自
由 に 決 め る こ と が で き る 。
な お 、 本 発 明 に よ る ボ ト ル ネ ッ カ ー が 対 象 と す る 飲 料 容 器 は 、 主 と し て ３ ５ ０ ～ ７ ０ ０ ｍ
ｌ の 範 囲 の ボ ト ル 飲 料 容 器 で あ る が 、 こ の 範 囲 に 限 定 さ れ る こ と は な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 少 な く と も 中 央 部 に 蛇 腹 加 工 を 施 し た ス ト ロ ー を ボ ト ル ネ ッ カ ー に コ ン
パ ク ト に 収 納 す る こ と に よ っ て 、 ボ ト ル ネ ッ カ ー を 介 し て ス ト ロ ー を 供 給 す る こ と が で き
、 ま た ス ト ロ ー を 必 要 な 長 さ に 伸 長 さ せ て 、 ボ ト ル 飲 料 を 安 全 に 、 且 つ 衛 生 的 に 飲 用 す る
こ と が で き る 。
な お 、 ボ ト ル ネ ッ カ ー に ス ト ロ ー を 収 納 さ せ て も 、 ボ ト ル ネ ッ カ ー が 本 来 有 す る 情 報 媒 体
と し て の 機 能 は そ の ま ま 保 有 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る ス ト ロ ー 付 き ボ ト ル ネ ッ カ ー の 一 実 施 例 の 説 明 図
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る ス ト ロ ー 付 き ボ ト ル ネ ッ カ ー の 別 の 実 施 例 の 説 明 図
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る ス ト ロ ー 付 き ボ ト ル ネ ッ カ ー に 収 納 さ れ る ス ト ロ ー の 説 明 図
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 基 材
２ 　 　 開 口 部
３ 　 　 ス ト ロ ー 収 納 部
４ 　 　 ヒ ー ト シ ー ル 部
５ 　 　 ノ ッ チ 、 切 り 込 み
６ 　 　 突 出 片
１ ０ 　 　 ス ト ロ ー 付 き ボ ト ル ネ ッ カ ー
Ｓ 　 　 ス ト ロ ー
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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